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I. はじめに

本学看護学科の小児看護学実習は、子どもの成長• 発

達を押解して、他全な育成を H 指してあらゆる健康段階

にいる［ともと家族に対して看護を理解する引を H 的と

して、医燎施設と保育園・障害施設で行っている C 小児

実青の中で保行同を取り入れている大学は85% で主施さ

れている その実'i'r 期間は短く平均2.7 日である 本学

においても、 1屎育 l襄l実習は 1~2 日間と知かった 半成

25 年度に実習施設の小児病棟の縮小や閉鎖に伴い、平成

26 年度から保育園実習期間 2 H から 3 日間とし、見学実

習中心であった実習内容に新たに位1児を対象とした健康

教育に関する集団指尊を行う（以下健康教育とする）プ

ログラムを加えた。ねらいは、直扱小児と触れ合って、

共に生活し一緒に遊びなから健康な子どもについて理解

を深めなまた、この時期の幼児は、生活胄伯を獲得し

ながら健康に閃しても徐々にセルフケアかできる中を目

指して育っていく，この実習を通して健康教育を企訓・

丈施することで、子どもへの成長• 発達の特件をより理

解すると同時に、将来、専門職として予防活動としての

意識を高めちれるこどになる。

看護を対象とする保育 I点lでの実習に関する先行研

究は、保育園活勁からの子ども観に関するもの多く 1

z) 、子どもへの健康教育について看設専門職か行った

もの 3) 4) 5) のfrJI 究か放件報；『されている。また、看護

学生が主体とな→た飩康教脊の取り組みは 1件であっ

た。 (il 今同、小児看護学実習の保育l点I実習で入園して

いる子どもを対象に健康教育に取り組み、学牛の学びを

明らかにすることと本学の小児看護学実習において健康

教行の意義を検討する事を目的としたc

JI • 保育園実習の概要

保育園実胄の H 的と日椋・方法は表 1 に示すc

本学の 3 年次の看設学生、 1 グループ 2-3 人が 1施

設 3-4 回に分かれ、公立保育園10 か所で 3 日間 (8 : 

表 1. 実習目的と目標

~ 習目的

子どもの成長・発］主を理鮮して、健全な育成をめざしていっ砂）る健康段詞こいる

子どもと家族に対 l ご看譲か理鱈：きる。

□/::： きるを理解して子／

II. 実習目標

受付 H 2014 年11 月27l=I 受坪 2015 年 1 月21 日
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30~16: 00) の実宵を行っている。

学生による健康教育は、担当クラス (3 歳~5 歳）に

おいて10分~15分以内の短時間を原則として実習最終

日に行い、実施時間は担当保育園に—＾仔した。教育テー

マは、学牛の希望テーマで依頼した。

1. 実習前の学生指導

実習開始前の学内では小児実習オリエンテーションを

行い、健康教育（ねらい・学生の動き、子どもの活動、

実施上の留紅点、実施後の評価）について説明を受ける。

その後、小児実習までに企画案をグループ毎に作成し、

教員に指導を受ける。実習前までグループの中で何回か

練習を行い実施するようにした。

2. 各保育園での実施にあたって

担当クラスでの初日、同長・指導保育士に企画案を提

出する。提出後、指導者から助言等を受ける。時間は保

育園の指定時間に実施する。実習中は、実習内容に沿っ

て固児共に生活・遊びながら過ごし、園児を理解していっ

た。終了後、健康教育の評価を行った。

ill. 方法

1. 研究対象

本学小児看学実習終了した 3 年生 85 名

期間は 5 月 ~10月 小児看護学実習期間

2. Ji 法

1) アンケート調在

アンケート調布は無記名自記式として各グループ実習

の全過程終［後、学内で行った。調企項目は、①テーマ

を選んだ動機。理由、②対象、参加人数、時間、③H 標

の達成度、④実施内容、上夫した・留意したところ、⑤

Iどもの反応、⑥学んだことの 6 項目について 5 分程度

で匝答できるものであった。

2) 「保育園夷習記録」「実習を通しての学び」の記述

内容のレポートで行った。

3) ク｝札?JJ 法

アンケート集社は単純集社とした。学生の学び内容の

分析のため、記述内容に着 H し、意味ある文節を取り出

した。これを 1つの意味を持つ文節を餌に分け、各文節

内容を汲約し 1 データとした。 1 データに要約された内

容の類似するものをまとめサブカテゴリーとして、さら

にカテゴリーヘと抽象化した。

3, 倫理的配慮

研究にあたり、学牛にアンケート、実習記録と学びの

レポートを使用する事について、研究目的と使用PJ 否の

判断は自由であること、記録川紙の使用水諾の有無が成

績に影響しない事、プライバシー保泄への配慮について

説明し協力を得た。その結果、 82 名 (96%) から記録の

使川が許可された。

M 結果

1. 健康教育の実施状況

公立保育園10 か所で実施した。

1) テーマ・対象年齢・’媒体は表 2 に示す。

テーマは、「手洗い• うがい」 7件、「歯磨き指導」 4

件、「熱中症f 防」 2件、「交通安全J 2件、「栄養指導J
1件の16 であった。健康教育の内容は、「手洗い、うがい」

のテーマが多かったため「朝の会」で実施した保育園が

多かった。対象年齢は、仝年齢で 1 歳- 6 歳にわたり、

人数は20- 30 人、多い保育園では、全貝の参加が得ら

れた。媒体は、紙芝居が11 件で多く、子どもの好きなキャ

ラクターを登場させていた。歯磨く指導は、歯の模型と

歯ブラシを用いてデモストレーションを行った。手洗い・

うがいはCD を流し、また、圃児の知っている歌の替え

歌にしながら圃児とうたいながら楽しく行っていた。

2) 学生の満足度について

実施後の満足度については、 80% 以上と答えている学

牛は、 65 人 (79%) であった。 70% 以下と答えた学生は、

16 人 (19%) であった。 70% 以下の理由としては、準備

と練習不足であったと答えていた。実施後、学生たちは

表 2 健康教育の実施内容

テーマ 対象年齢 人数 媒体

手洗い• うがい 4 歳~5 歳 20~30 人 紙芝居・ C d

歯磨き 4 歳~5 歳 40~50 人 歯の模型・歯プラシ

を用いて、パペット

人形

熱中症の予防 0 歳~5 歳 40 人 予防物品準備（水

筒・タオル・帽子）

交通安全 3 歳~5 毅 20~30 人 紙芝居

好き嫌いをなくそう 4 歳~5 歳 40 人 紙芝居・ポスター

-42-



園児背が作懸命参加してくれて、うれしか,)た、給食

の削に歌いなから手洗いをしている同児の姿を見て達成

感があったと答えている,,

2. 健康教育に実施による学牛．の学びの内容

学生が健康教育の実施から学んだ内容を表に示す。

データ分析した結果、学びの内容は9健康教育の内容」「健

康教行の方社、」 健康教育の実施」「効果的な健康牧官の

方法」 ［ども則解」「幼児を対象とした飩I九設育の怠義 I

6 カテゴリーに分粕された。（表 3 別糾参照）

l) 健康敦官り）内容

I 飩 I九敦育の内容」「対象の生活や成に• 発崖、追びに

応した内容］「対象の健康問題に応じた内容」]教行内容

の継続を意図した内容」の 3 つのカテゴリーで構成され

た。

学生は、企画書案を作成する卜文で象の年齢、理解度用

いる事の出来る言葉、集中力の秤度、成長発達や遊びの

段階を既習した講義を理解した上で教育内容を検討する

事が必閃1叶について最も多く学んでいだ また、対象ど

なる幼児(/) i¥ 設の生話の様子や考えを捉え、これを指得

内容に組み人れることで理解が得やすくなることを学ん

でし •t:.- I教官内容の継続を意図した内容J ては、学ん

だ内容を今後の小泊に生かしていくために、幼児および

家族が取り糾める具体的な)7" 法を教育内容に加える市か

必要であると学んでいた。

2) 健康教育の実施

「健康教育の実施」は「教育の実施叶画の吟味」「対象

の視点にあった展開！！担仔の保育I: との連携よる対象

幼児への理解J 「継続的な教育の実施」「教育の実施の困

難さ」の 5つのカテゴリーで構成された。

学生は、健）K敦育を行うためにはより多くの知贔をも

つこと、教行内容とその掲示の方法の検討、対集の興

味・ 閃心を引き出すことなどを考慮し,ft 圃を立でごfl' う

ことの必裳竹を学んでいた。また、日ころから幼児に蚊

している担‘’位）｛呆育士と連携し教育内脊に助言を得てい

くこと、集団としての幼児の特徴を把握することの必安

‘性を学んでいた。「継続的な教育の実施」は、一度の教

育＼―は打動変容につながる事は困難であるのて榔紬した

教行の心要件を予んでいた。また、 1') のクラスでもこ

どもの成に• 発迂、理解度は個人差があるため、集団と

して同時に働きかけることの難しさを学びの巾て感じて

いた。

3) 健康教育の方法

「健康教育の方法」は、「要点を紋った教育」「子ども

の集団の特徴に合わせた）j法の検吋J 「家庭への働きか

け」「教材へ示方法」 9了•どもたちが考える事ができるガ

仏の検討」の 5 カテゴリーで構成された。

学外は、与えられた短時間の中で幼児達にわかりやす

く伝え、健肌敦『j'U) 11 的を止成するためには、土灼を絞っ

て教育を行う必安性を学んでいた。

4 J 効果的な健康教育の方法

「効果的な健康教育の方法」は、 五感に訴える教材提

示」「参1111 凡it の教育方法」「理解状況に応じた采軟な展開」

況明の丁夫」の 4 つのカテゴリーで構成された。

学生は、視覚や聴覚に訴える教材（紙足居• 音楽・ピ

アノ演奏）を作成し、これを用いて健康教育を1いたこ

とで幼児に興昧。閃心を引き出す教育内容が伝わりやす

いこと、また、敦介実施側も敦材を活用することでスムー

ズに教育を凧行しやすい山を学んでいた。

また、話を lliJ くだけでなく、園児が学牛共に—翡れこ体

験学習する事てより閥味• 関心を高める事がでさる事を

学んでいた。「理解に応じた柔軟な展開 I では、教育を

行う巾で、発問やクイズ形式をしなから雌解状況を把握

する事や、教育側が常に意識しながら幼児の反応からそ

の即解状況を捉え、必要時には説明を加えていく等臨機

応変に対応していく事が必要である事を学んでいた。教

育対象者の発達段階に応じて、教材の提ホの方怯には丁

夫や繰り返し行うことか必製である事を学んでいた

5) こどもいJ州附

「f どもの月叶『~I は「対象理解の方法」のカテゴリー

であった。 I対象即解り）j法」は、学生は実習開始1)1 」には、

教育対象の幼児期の允応設階や基本的な生活習l間の股得

のための内容を事前に学習をして実習に臨んでいる。し

かし、受け持ちした幼児達は教科書で坪仰（した幼児との

ずれや個人差がかなりあることに気づき、実際に幼児と

閃わる巾で実態を把握することを学んでいた。担当の保

育上から保育園での生活の様了・や健康教育への指導、ま

た園児の性格、家庭状況等の説明を受けることで理解が

できてきだ

6) 健康教育丈1J韮の条•「J:

「健康教育の条fl 」は、「教育実施者の姿勢の i『災1'1 」

「保育士と子どもの1, j柏閃係の確立」「子どもが管ふ屠塙

づくり」の 3 つのカテコリーで構成された。

「教育実施者の姿勢の重要性J は教育を行う側の意欲・

姿勢などが、教育を受ける幼児に影響を与える事を学ん

でいた。「保育十ど了•どもとの信頼関係確立」は、ふだ

んからの保育士と fどもとの信頼関係があってこそ指導

的に関われることかてさ': れを学んでいた。「f どもか学

ぶ環塙づくり I は日頃から 1点I 児達が楽しく遊び• 学ぶこ

と環境づくりができている事か前提として教脊が行われ

る'tf. を学んでいた。

7) 幼児を対象とした健康教育の邸義

9幼児を対象とした健康教育の意義 Iは、園児達は素

直で楽しく話を聞いてくれた休験から、幼児時期は基本

的生活習l翡の獲得する時期でもあり、健康教行を行うこ

とは正しい知品を均に付けていく機会を作る意義を学ん
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でいた。

V. 考察

1. 健康教育の実施による学習効果

1) 幼児期の成長• 発達段階の理解

小児看護学実習の期間と学習内容を変更し、健康教育

を追加• 実施した、学習内容を追加することで、従来の

見学中心の実習から実践を伴う主体的な実習なる事を期

待した。また、健康教育の実施には、教育内容に関する

知識を整理するだけでなく、教育対象の琲解が不可欠で

あることから、先行研究の石井7) らの研究においても、

「健康な子どもの成長• 発達の理解が不足している課題

が改善された」という報告もあり、期待した。本研究の

結果から健康な子どもの成長•発達の理解は深められた。

学生は健康教育内容を考えていく段階で、教育対象であ

る「幼児期の牛活、成長•発達、遊びに応じた内容」「対

象に応じた健康問題」「こどもの理解」などの学びをみ

ても、対象の年齢、理解度を得られる言葉の選択、集中

カの程度、成長発達や遊びの段階を考え企画書を作成し

実施することでfどもへの成長• 発達の理解は深まった

ことが明らかになった。実際、実習前には、＋どもの成

長発達段階、および学習段階をふまえた内容準備をして

いたことや、用いる言薬の選択も意識して取り組んでい

たことからも、対象理解につながった学習を深めていっ

たと考えられる。また、健康教育を実施する前に、実習

3 日H に依頼し、担当保育園の園長・担当保育士には、

学生が作成した企画案や教材について具体的な指導を

して頂くことを依頼している。その時、実際、学生は担

当保育圃で園児と実際関わる体験や担当保育士からテー

マに関連して具体的な同児の健康実態に関する資料の提

ホ、保育園での健康教育の取り組んでいる内容の指導を

受けることからも対象の珂解を深めていることが明らか

になった。

2) 健康教育の方法

健康教育の方法として、学生が学んだ内容は次の 2 点

が挙げられた。 1点目は、集団を対象とした教育方法の

基本事瑣に関すること、 2 点H は教育技法に関すること

であった。

1点日の集団を対象とした教育）j法の学びの場である

クラス単位で対象を捉えて理解することが挙げられた。

対象年齢を 4 歳~5 歳と選んで参加した保育園もあった

が多くの保育園では全員参加となり、乳児では理解でき

なかったと考えている。家庭への働きかけを視野に入れ

て教育方法を行うこと、単発の教育に終わらず園児の成

長• 発達に応じた継続的な働きかけを行うこと、そのた

めには担当保育士だけでなく、保育園の園長• 他の保育

士との連携を図り、教育内容の理解を得て指導が継続さ

れはる働きかけを行う必要性を挙げていた。これらは看
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護職が行なう健康教行の特徴、すなわち対象の生活全体

を捉えて、それに即した働きかけを行うことの学びで

あったことと考える。

2 点日の健康教育の技法では、教育実施中に対象の反

応を捉え、日らの教育）j法を評価し改善を加えることで

その日的に添った教育になることを学んでいた。また、

参加型の教育）j法を用いることや園児達と一緒に考えさ

せる場面、さらに音楽を交えて楽しく、飽きさせないエ

夫、学んだことを確認。約束事する場間等を見ても、幼

児期のある対象への教育方法として適切当なものである

と考えられて、学生は健康教育を自ら実践することを通

して確認していったことが明らかになった。

2. 本学の保育園での健康教育の意義

看護系大学の小児看設学実習の概要に関する調壺報告

によると、小児対象をした看護学実習は、病棟実習につ

いで保育園で多く行われている。本学においても健康な

小児の成長• 発達を理解し病棟で疾患を持つ小児を受け

持ち看護を展開することを目的においている。他の大学

では、保育園でなく小中学校での実習もあり、健康児を

中心に学童期の十どもの健康課題を捉えることを H 的と

しているなど様々な取り組みがされている。

本学の実習において、看護の専門職として、各段階の

対象の子どもの生活指導や健康教育に関わっていく責任

と課題がある。そのためには健康教育の実践能力として

健康教育の技術を習得していくことが挙げられる。本学

において小児看護学実習で健康教育の実践を行うこと

は、将来、看護専門職としての、意識を高め、健康課題に

取り組んでいける学宵での学びの内容と機会であった。

今回の学生の学びの内容から小児看設学実習の中で重要

な意義があると考える。

VI. 結論

本学の小児看護学実習において実習内容に新たな健康

教育の実施を加え、これらの学んだ内容を明らかにした。

その結果、「健康教育の内容」「健康教育の実施J 「効果

的な健康教育の方法J 「十どもへの理解J 「健康教育の条

件」「幼児を対象にした健康教育の意義」の 6 カテゴリー

が分類された。これの内容から子どもへの狸解が深まっ

た。また、健康教育を実施したことで専門職としての怠

識が深められる経験であった。

VII. おわりに

今回、小児看護学実習施設の閉鎖や縮小に伴い、実習

期間を延長し健康教育を加え実施した。見学中心の実習

が主休的な実習と変化し、子どもへの理解が深まりまた、

達成感のある実習になった。学生が健康教育を実施する

際、健康教育についての講義や演習時間を設けてほしい。



保育園でどんな健康教育に収り組んでいるのかの情報が

ほしい等の要望がでていた。事前に健康教脊に関する学

習する機会、イメージがわくような視聴覚教材・ 資料の

提示の上夫が必悛である。また、保育園からは、同じテー

マが重なったりしたので、違ったテーマで行ってほしい

との要望もあったため、同じ保育園では、テーマが重な

らないように調整・指導する必要があると考える。
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表 3. 健康教育実施からの学び

カテゴリー サブカテゴリー 記述内容の要約例

健康教育の内容 対象の生活や成長•発達 成長•発達、発達段階・課題を理解し、小手に応じた説明方法や教材を用いた健康

発達段階・課題に応じた内容教育を行う

対象の生活や考えを捉え、これに即した教育内容を取り上げる

内容は多くでなくても、内容を掘り下げる必要がある

対象健康問類に応じた内容 指導内容には、対象に多い問題を取り上げる

対象が抱いている問題や必要だと思った事を把握し、教育内容とすることが重要だ。

教育内容の継続を意図した内；子どもができる方法を提示する。

学習内容が継続できるための教育内容のt 夫が必要である。

子どもが指導内容の必要性を理解して実行できる内容とする。

健康教育の実施 教育の実施計画の吟味 健康教育を行うには知識、話す順序、声の大きさ、実施時間等の考慮しながら行う

が必要である。

対象の視点に立った展開 子どもの視点に立ち、興味ある内容になるように工夫が必要である。

子どもの知っている歌を歌いながら、楽しくできる工夫が必要である。

子どもの発達年齢に応じて根拠やプロセスを詳しく説明する必要性がある。

子どもには、学習内容プロセスをT 寧に説明する事が理解しやすい。

担当保育士との連携し子ども 担当保育士から日頃の子どもの様子を聞き、担当保育士から助言を得る事が大切

への理解

継続的な教育の実施

教育の実施の困難性

である。子どもに即した内容となる。

一度の指導だけでなく、繰り返し指導することで定着し、行動変容できていく

日頃から、保育園でも必要な健康教育は継続してしていく必要性がある。

発達年齢がさまざまであると、健康教育実施の困難さがある。

発達段階を分けて実施しないと理解できない子どもが出でくる。 (0歳~6歳全員参加）

健康教育の方法 要点を絞る教育 対象に必要な内容を明確に償くことが必要である。

家庭への働きかけ

教材の提示の工夫

保育園だけでなく、家庭に帰ってからも健康な生活を送る必要性があるので家族への

働きかけも必要である。

子どもの興味があるキャラクターの謀体を用いると子ども達の意欲がわく

紙芝居は、みんな揃って聞けることで共通理解ができる。

教材の提示する際は、わかりやすく、大きく、ひらがなで丁寧に書くことが効果的だある。

子どもに伝わりやすい言葉や表現の工夫が必要である。

子どもの集団の特徴に合わせた指導後、保育士たちが、子ども達に声を掛けあうことで向上する意識が湧きあがる

方法 集団の特徴への働きかけが大切である

子どもが遊んでいる時にも、声掛けをしながら意識させていくことが大切である。

子ども自身が考える事ができる説明・1肯報提供、指導には子ども自身が者える事ができるように指導を行う

方法 必要がある。

対策行動を話して、自らできる方法を••緒に考えることが大切である。

効果的な教育方法 視覚に訴える教材提示 視覚に訴えるたり、根拠を示すことが興味関心をひきだすことが大切である。

参加型の教育方法

説明方法のエ夫

子どもの理解 対象理解の方法

子ども達がよく知っている歌を歌い、音楽を流すをことで子ども達は楽しく学べる。

一方的に説明するのでなくクイズ形式、発問しながら進行させると子どもたちは意欲

的に学べる。

子どもとコミュニケーションを取りながら学習を展開させる。

子どもの反応を見ながら、展開していくことが必要である。

皆が歌えるように、紙（ひらがなで大きく）に書いて黒板に提示すると参加しやすい。

デモストレーションを行うことで、よりイメージがつき、積極的に理解しやすく、実施しやすい。

わかりやすく・大きく、声のトーン、具体的に説明する事が大切である。

子ども達の日常生活の様子や行動を話しながら説明するとより理解ができる。

まとめとして、再度、繰り返したり再提示して伝えることは確認につながる。

心への働きかけのエ夫が大切である。（実感する）

子どもの集中する時間は限られているので、飽きさせない説明と時間配分のエ夫

が必要である。

実習で子ども達に関わることで、成長•発達の実態が理解できた。

子どもと保育士の関わりを見ながら，子どもの関わりや話かけを学んだ。

健康な子どもとの関わりから俺康障害の子どもへの関心が広がった。

健康教育実施の条件教育実施の姿勢の重要性 事前学習を行い、正しい内容を伝えていくことが実施者の姿勢である。

指導するには、日頃から子どもと保育士との信頼関係ができている事が重要である。

日頃から、健康教育施者としての学習（指導方法）が必要である。

幼児期の健康教育の 幼児期からの健康教育は必要である。

意義 生活習慣をきちんと身に付けていく教育は大切である。
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